
�

◆
平
成
１７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属

反
対
＝
共
産
党
、
社
民
・
市
民
、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

◆
平
成
１７
年
度
練
馬
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属
、

社
民
・
市
民

反
対
＝
共
産
党
、
生
活
ネ
、

緑
自
治
、
行
革
110
番

◆
平
成
１７
年
度
練
馬
区
介
護
保
険

会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

共
産
党
、
民
主
無
所
属

反
対
＝
社
民
・
市
民
、
生
活
ネ
、

緑
自
治
、
行
革
110
番

◇
平
成
１７
年
度
練
馬
区
老
人
医
療

会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
平
成
１７
年
度
練
馬
区
用
地
会
計

歳
入
歳
出
決
算

◆
平
成
１７
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
歳
入
歳
出
決
算

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属
、

社
民
・
市
民
、
生
活
ネ
、

行
革
110
番

反
対
＝
共
産
党
、
緑
自
治

◇
平
成
１７
年
度
練
馬
区
学
校
給
食

会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
練
馬
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
精
神
障
害
者
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
心
身
障
害
者
福
祉
作

業
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
練
馬
区
立
知
的
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
泉
第
二
小
学
童
ク
ラ
ブ
を

新
設
す
る
も
の
。

◇
練
馬
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◇
練
馬
区
立
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
練
馬
区
立
児
童
遊
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

中
郷
児
童
遊
園
（
高
野
台
四

丁
目
４
番
31
号
）
を
新
設
す
る

も
の
。

◇
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
１５
件
）

◇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
練
馬
区
立
平
和
台
駅
第
四
自

転
車
駐
車
場
）

�
練
馬
区
都
市
整
備
公
社

平
成
18
年
12
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で

◆
平
成
１８
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

補
正
予
算

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

民
主
無
所
属

反
対
＝
共
産
党
、
社
民
・
市
民
、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

◇
平
成
１８
年
度
練
馬
区
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
補
正
予
算

◇
平
成
１８
年
度
練
馬
区
介
護
保
険

会
計
補
正
予
算

◇
平
成
１８
年
度
練
馬
区
老
人
医
療

会
計
補
正
予
算

◇
平
成
１８
年
度
練
馬
区
公
共
駐
車

場
会
計
補
正
予
算

◇
出
資
法
お
よ
び
貸
金
業
規
制
法

の
改
正
に
関
す
る
意
見
書

◇
都
立
高
校
内
で
障
害
を
有
す
る

生
徒
に
対
し
必
要
な
介
助
の
実

施
を
求
め
る
意
見
書

▽
陳
情
第
８１
号
　
練
馬
区
に
お
け

る
心
身
障
害
学
級
（
固
定
学
級
）

存
続
に
つ
い
て
（
第
２
項
）

２
　
練
馬
区
に
お
い
て
も
心
身

障
害
学
級
（
固
定
学
級
）
を
存

続
し
て
ほ
し
い
。

▽
陳
情
第
１０４
号
　
障
害
児
教
育
の

充
実
・
発
展
に
つ
い
て
（
第
３

項
）

３
　
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
Ｌ

Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
お
よ
び
高
機
能

自
閉
症
な
ど
の
軽
度
発
達
障
害

の
子
ど
も
た
ち
へ
特
別
な
支
援

を
早
急
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

▽
陳
情
第
２３３
号
　
障
害
児
の
通
学

と
学
校
生
活
で
の
介
護
支
援
に

つ
い
て
（
第
２
項
）

都
立
大
泉
高
校
定
時
制
に
安

定
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
、
次

の
措
置
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

２
　
学
校
内
で
の
必
要
な
介
護

者
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
都

に
働
き
か
け
る
こ
と
。

▽
陳
情
第
２９３
号
　
西
武
池
袋
線
石

神
井
公
園
駅
へ
の
導
線
の
改
善

に
つ
い
て
（
第
１
項
）

１
　
連
続
立
体
交
差
事
業
の
一

日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、
早

期
の
踏
切
解
消
を
図
っ
て
ほ
し

い
。

▽
陳
情
第
２９７
号

西
武
新
宿
線
の

踏
み
切
り
（
関
町
北
三
丁
目
３７

番
地
先
、
関
町
北
四
丁
目
１９
番

地
先
）
の
拡
幅
・
改
良
に
つ
い

て
〔
同
趣
旨
の
陳
情
他
１
件
、

陳
情
第
２９８
号
〕

西
武
新
宿
線
の
踏
み
切
り

（
関
町
北
三
丁
目
37
番
地
先
、

関
町
北
四
丁
目
19
番
地
先
）
を
、

だ
れ
も
が
安
全
に
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
拡
幅
・
改
良
し

て
ほ
し
い
。

▽
陳
情
第
３０７
号
　
上
限
金
利
の
引

き
下
げ
等
に
よ
り
、
中
小
零
細

事
業
者
・
消
費
者
等
の
健
全
な

生
活
を
守
り
、
多
重
債
務
問
題

根
絶
の
た
め
、
「
出
資
の
受
入

れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取

締
り
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び

「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
つ
い
て

「
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金

及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
「
出
資
法
」）

お
よ
び
「
貸
金
業
の
規
制
等
に

関
す
る
法
律
」
（
以
下
「
貸
金

業
規
制
法
」
）
に
つ
い
て
、
次

◆
北
朝
鮮
の
核
実
験
に
関
す
る
決

議
　

賛
成
＝
自
民
党
、
公
明
党
、

共
産
党
、
民
主
無
所
属
、

社
民
・
市
民

反
対
＝
社
民
・
市
民
（
一
部
）、

生
活
ネ
、
緑
自
治
、

行
革
110
番

北
朝
鮮
の
国
営
通
信
社
　
朝
鮮

中
央
通
信
は
、
10
月
９
日
に
地
下

核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。

わ
が
国
は
、
広
島
、
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
を
経
験
し

た
唯
一
の
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
年
に
わ
た
り
、
全
世
界
に
核
兵

器
の
廃
絶
を
求
め
、
ま
た
国
際
社

会
も
核
軍
縮
や
核
実
験
全
面
禁
止

へ
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

練
馬
区
は
、
す
べ
て
の
核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

っ
て
、
「
非
核
都
市
練
馬
区
宣
言
」

を
１
９
８
３
年
10
月
３
日
に
決
議

し
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
や
中
国
、
更
に
イ

ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ギ
リ
ス

が
行
っ
た
核
実
験
に
抗
議
し
、
即

時
中
止
を
求
め
る
要
請
も
行
っ
て

き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
を
重

ね
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北

朝
鮮
が
、
核
実
験
を
強
行
し
た
こ

と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
の
み
な

ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
国
際
社

会
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
重
大

な
脅
威
で
あ
り
、
こ
れ
は
核
兵
器

不
拡
散
条
約
体
制
に
対
す
る
重
大

な
挑
戦
で
あ
る
。
ま
た
、
日
朝
平

壌
宣
言
や
６
カ
国
協
議
の
共
同
声

明
に
も
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
北
朝

鮮
の
核
実
験
に
対
し
て
厳
重
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
核
実
験
を
今

後
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
こ

と
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
18
年
10
月
13
日

練
馬
区
議
会

表
示
表表

◆
印
◆◆◆◆
は
◆
は
◆
は
◆◆
はははははは
て
は
て
はは
て
は
て
は

つ
い
て

つ
い
つ
いいい

に
つ
にに
つ

案
にににに
案案案案案

たたたたたたたたた
れ
た
れ
たた
れ
た
れ
た

か
れ
か
れれれれれれ
かかかかか
分
か
分
かかかか
分分分分分分分
の
分
の
分分分分分
の
分
の
分分
ののののののの
否
の
否
のの
否
の
否
の
否否否否否
賛賛賛賛賛賛
　　
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

し
、

示
し
、
し
、
し
、

示
し
示
しし
示示示示示示示示示示
表表表表
ででででで
印印印印印印印印印印印印印印
で
表
示
し
、

す
。
すすす
。
す
。
すす
ま
す
ま
すす
ま
す
ま
す

て
い
ま

ててて
い
て
いい
ま
い

載
し
載載
しししし
載載載載
記記記記記
ををををををををを
名
を
名名
ををを
名名名名名名名名名名名名名
派派派派派派派派派
会会会会会会
の
会
の
会
の
会
の
会会
の
会
のののの
れ
の
れ
のの

ぞ
れ
ぞ
れ
ぞ
れれれれれ
ぞ
れ
ぞ
れれ

れ
ぞ
れ
ぞぞ
れれ
そ
れ
そ
れ
そ
れれれれれ
そ
れ
そ
れ
そそそ
対
そそ
対
そそ
対対対対対
反
対
反
対対対対
反反反反反

成
、
反

成

反
、
反反反
、、、
成成
賛
成成
賛
成
賛
成
賛賛賛賛賛
成
、
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
議
案
議
案案案案
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
た
議

し
た

決
し
決決決決決決
ししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたた
議議議
たたたたたたたたたたたたたたた
しししししししし
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
議
決
議議
決決決決決決決決決決決決決決決
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
決
し
た
議
案

可
決
・
認
定

し
た
も
の
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の
で
た

ののの
ででででででで
た
で
た
で
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののののの
果
の
果果
の
果
の
果
のののの
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
結
果
結結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
果
の
で
た

情情情情情情
　
情
　
情
　
情
　　　　
情
　
情情情

陳陳

情情

陳陳陳
　
情

採
　
　
択

子ども議会

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
関
す
る
決
議

自　民　党……練馬区議会自由民主党 

公　明　党……練馬区議会公明党 

共　産　党……日本共産党練馬区議団 

民主無所属……民主新緑・無所属議員団 

社民・市民……社民党・市民の声ねりま 

生　活　ネ……生活者ネットワーク 

緑　自　治……緑と自治 

行 革110番……市民ネリマ行革110番 

各会派の略称  

の
と
お
り
改
正
す
る
よ
う
衆
議

院
お
よ
び
参
議
院
な
ら
び
に
関

係
各
庁
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

１
　
出
資
法
第
５
条
の
上
限
金

利
を
、
少
額
短
期
貸
付
な
ど
の

例
外
を
設
け
る
こ
と
な
く
一
律

に
利
息
制
限
法
第
１
条
の
制
限

金
利
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と

２
　
貸
金
業
規
制
法
第
43
条
の

い
わ
ゆ
る
「
み
な
し
弁
済
」
規

定
を
撤
廃
す
る
こ
と

３
　
出
資
法
に
お
け
る
日
賦
貸

金
業
者
及
び
電
話
担
保
金
融
に

対
す
る
特
例
金
利
を
廃
止
す
る

こ
と

４
　
保
証
料
名
下
で
の
出
資
法

お
よ
び
利
息
制
限
法
の
脱
法
を

禁
止
す
る
こ
と

▽
陳
情
第
３１３
号
　
出
資
法
の
上
限

金
利
引
き
下
げ
に
つ
い
て

多
重
債
務
に
よ
る
深
刻
な
被

害
を
く
い
と
め
、
平
穏
な
市
民

生
活
に
資
す
る
た
め
、
次
の
事

項
を
採
択
し
、
意
見
書
を
衆
議

院
お
よ
び
参
議
院
な
ら
び
に
関

係
各
庁
に
提
出
し
て
ほ
し
い
。

１
　
出
資
法
の
上
限
金
利
を
利

息
制
限
法
の
制
限
金
利
ま
で
例

外
な
く
引
き
下
げ
る
こ
と

２
　
貸
金
業
規
制
法
第
43
条
の

「
み
な
し
弁
済
規
定
」
を
撤
廃

す
る
こ
と

３
　
出
資
法
附
則
に
定
め
る
日

賦
貸
金
業
、
電
話
金
融
担
保
の

特
例
金
利
の
廃
止
お
よ
び
保
証

料
名
下
で
の
出
資
法
お
よ
び
利

息
制
限
法
の
脱
法
を
禁
止
す
る

こ
と

決
議
と
は

決
議
と
は
、
議
会
が
行
う

意
思
形
成
行
為
で
、
議
会
の

意
思
を
対
外
的
に
表
明
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
議
決
の
こ

と
で
す
。
意
見
書
と
同
じ
よ

う
に
議
員
が
発
案
し
て
本
会

議
に
は
か
り
ま
す
。

★
区
長
提
出
議
案

★
議
員
提
出
議
案

請
願
・
陳
情
は
、
い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
出
せ
ま
す

区
政
に
関
す
る
事
柄
等
に
つ
い
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
、
区
議
会
に

要
望
で
き
る
制
度
で
す
。

受
付
は
、
常
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
定
例
会
初
日
に
付
託
す
る
場
合
は
、

定
例
会
（
２
月
、
６
月
、
９
月
、
１１
月
）
開
会
の
前
日
（
土
曜
、
日
曜
、
休

日
等
を
除
く
）
の
正
午
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１１
月
の
第
四
回
定
例
会
初
日
に
、
新
し
く
請
願
・
陳
情
の
付
託
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
１１
月
２９
日
�
の
正
午
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。




